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1 

 

【法人の理念】 

「人間らしく生きること」 

すべての人が、人間として、その人らしく生きることを支援します。 

 

 

【法人の使命】 

１．地域の人々の、障がいへの理解を推進すること。 

２．利用者の QOL（生活の質）を高める支援を行うこと。 

３．利用者個々のニーズに応え、利用者自らが主人公となる活動を提供すること。 

４．職員は常に学ぶことを忘れず、自己研鑽に努めること。 

５．区内および近隣区の福祉・教育・保健・医療等の関係機関、団体と連携し、 

地域ケアシステムにおけるネットワーク形成の拠点となること。 
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１．新型コロナウイルス感染症拡大防止に係る対応について 

 

新型コロナウイルス感染症が世界中に蔓延し、日本においても 3 月下旬からの「第 4

波」、7月に入ってからの「第 5波」と感染者が急増し、8月 2日に政府による 3回目の

緊急事態宣言が発令されました。年明け早々には、感染力の強い変異株も出現し、これ

までにないレベルでの急激な感染拡大の「第 6波」が始まりました。 

当法人においては、8 月以降に職員と利用者の感染が報告されました。感染者と接触

した可能性が高い方は一定期間在宅で過ごしていただきました。また、感染拡大防止に

係る対応として、喫茶と外部販売、余暇活動、夏祭りや冬フェス等イベント開催の中止、

緊急事態宣言とまん延防止等重点措置期間中のおもちゃ文庫と地域交流室の利用を中

止としました。併せて、環境整備・衛生物品の購入、最新の知見等を踏まえ、事業継続

計画（感染予防策・感染対応）の見直し等を行いました。 

新型コロナウイルス感染症がいつまで続くのか、収束の兆しが見えない中ですが、感

染の予防に万全を期すため、様々な対策を講じてきた一年となりました。 

 

２．法人運営について 

 

 今年度の理事会・評議員会の開催状況は、以下の通りです。 

 

名 称 日 時 内 容 

第 76回 理事会 令和 3年 6月 3日（木） 

18:00～19:30 

《議決事項》 

・令和 2年度 事業報告案の件 

・令和 2年度 決算案の件 

・令和 2年度 監事監査報告の件 

・新役員選任の件 

・新評議員選任の件 

・評議員会開催の件 

・評議員選任・解任委員任命の件 

《報告事項》 

・理事長の職務執行状況報告の件 

・業務執行理事の職務執行状況報の件 
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第 61回 評議員会 令和 3年 6月 22日（火） 

17:00～18:30 

《議決事項》 

・令和 2年度 決算案の件 

・令和 2年度 監事監査報告の件 

・理事（6名）選任の件 

・監事（2名）選任の件 

《報告事項》 

・令和 2年度 事業報告の件 

・評議員選任・解任委員会開催の件 

第 77回 理事会 令和 3年 6月 22日（火） 

19:00～20:00 

《議決事項》 

・新役員同意の件 

・理事長選定の件 

・業務執行理事選定の件 

・給与規程一部改正の件 

第 78回 理事会 令和 3年 12月 9日（木） 

18:00～19:30 

《議決事項》 

・令和 3年度 上半期事業報告案の件 

・令和 3年度 第 1次補正予算案の件 

《報告事項》 

・理事長の職務執行状況報告の件 

・業務執行理事の職務執行状況報の件 

第 79回 理事会 令和 4年 3月 25日（金） 

18:00～19:30 

《議決事項》 

・令和 3年度 最終（第 2次）補正予算案の件 

・令和 4年度 事業計画案の件 

・令和 4年度 当初予算案の件 

・運営規程一部改正の件 

・給与規程一部改正の件 

・経理規程一部改正の件 

・嘱託職員就業規則一部改正の件 

・パート職員就業規則一部改正の件 

《報告事項》 

・理事長の職務執行状況報告の件 

・業務執行理事の職務執行状況報告の件 

 

３．ラフォーレさくら監査について 

 

 地域活動支援センター障害者地域作業所型の監査が実施されました。結果、指摘事項

はありませんでした。注意事項と留意事項については、改善を図りました。 

 

◆日時  令和 4年 1月 19日（水） 9時 30分～12時 15分 
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＜注意事項＞ 

分類 No. 改善事項 

組織運営 1 
運営委員会の設置にあたって、その活動内容、役割などを明確にした運営

委員会規約を策定してください。 

事業運営 2 

通所者と取り交わす重要事項説明書について、苦情の受付窓口に第三者委

員の記載を追加してください。また重要事項説明書に記載の活動時間と、

運営規程に定める活動時間の整合性を図ってください。 

会計・経理 3 
令和 2年度工賃収支状況の支出項目における消費税の金額が元帳の金額と

異なります。確認し、計上額に誤りがある場合は適正に計上してください。 

人事・労務 

4 
嘱託職員就業規則に定める懲戒・減給の規定について、労働基準法に合致

するよう改正してください。 

5 
給与規程について、給与の締切日の記載がありません。改正して明記して

ください。 

6 

パートタイム職員就業規則において、定年の定めが二通り（※）あります。

実態にあわせ整合性を図ってください。 

※①定年 62歳、延長雇用 65歳 ②定年 65歳 

7 
パートタイム職員就業規則に子の看護休暇・介護休暇について規定されて

いますが、現行法に対応していません。改正を行ってください。 

8 
労働時間を適正に管理するため、出勤簿に労働日ごとの始業・就業時刻を

記録し、確認できるようにしてください。 

 

＜留意事項＞ 

分類 No. 改善事項 

組織運営 1 事業所内で実施した防災訓練についても記録を残してください。 

会計・経理 2 
両替金として 10万円を超える現金を保管していますが、管理には十分注意

してください。 

人事・労務 3 
職員と通所者の健康診断結果は、個人情報保護の観点から別々に保管して

ください。 

 

４．経営会議について 

 

 理事長、理事、施設長、法人本部事務員、事務部長を構成メンバーとして、経営・運

営上の課題検討に加え、理事会・評議員会の準備と開催時期の検討など、毎月 1回開催

しました。 
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５．職員の入職・退職について 

 

＜東戸塚地域活動ホームひかり＞ 

 【入職】 令和 3年 7月 生活支援員   1名 （パート：女性） 

令和 3年 9月 事務員    1名 （パート：女性） 

令和 4年 1月 生活支援員   1名 （パート：女性） 

令和 4年 3月 生活支援員   1名 （常勤 ：女性） 

令和 4年 3月 生活支援員   2名 （パート：女性） 

【退職】 令和 3年 8月 生活支援員   2名 （パート：女性） 

令和 4年 3月 生活支援員   3名 （パート：女性） 

 

＜戸塚区基幹相談支援センター＞ 

【入職】 令和 3年 4月 相談員    1名 （常勤 ：男性） 

【退職】 令和 4年 3月 相談員    1名 （常勤 ：男性） 

 

＜ラフォーレさくら＞ 

【入職】 令和 4年 1月 生活支援員   2名 （パート：女性） 

【退職】 令和 4年 3月 生活支援員   2名 （パート：女性） 

 

＜後見的支援センターとつかエコー＞ 

【入職】 令和 3年 4月 あんしんサポーター  1名 （パート：女性） 

【退職】 令和 4年 3月 あんしんサポーター   1名 （常勤 ：男性） 

 

＜ホープ川上＞ 

【入職】 令和 3年 4月 世話人    2名 （パート：女性） 

 

６．情報発信力の強化・地域連携について 

 

戸塚区のコミュニティ FM 局として、地域に密着した情報を発信しているエフエム戸

塚の「Radio Familiar」という番組に電話越しのインタビューで生出演（4 月と 9 月）

しました。出演したのは東戸塚地域活動ホームひかり 日中活動事業のカシオペアグル

ープとミルキーウェイグループで、それぞれのグループの活動の様子や雰囲気が伝わる

放送となりました。 

理事長が株式会社エフエム戸塚の放送番組審議委員として、今年度 2回書面による放

送番組審議会に出席し、エフエム戸塚が放送する番組を審議しました。また、エフエム

戸塚の「Radio Familiar」を通じた福祉情報発信番組をサポートするとともに、東戸塚

を中心に多様な分野で活動する方々が参加する東戸塚絆の会に出席する等、地域との連

携強化を図りました。 
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７．人材育成および資質向上について 

 

外部研修を中心に、関係職員を参加させ、職員の資質向上に努めました。人権尊重と

意思決定支援の研修として、7 月に戸塚区地域自立支援協議会主催の研修「障害児者の

権利擁護・意思決定支援について」、1 月に「かながわ共同会人権フォーラム 2021」に

職員を参加させています。オンライン開催で、多くの職員が参加することができました。 

その他の参加した研修については、各事業で報告しています。また、職場内での事業

担当や委員会活動、自立支援協議会等、職場内外で様々な役割を担い、受け身ではなく

主体者として職場や地域に発信できる力を育てました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

7 

Ⅰ．東戸塚地域活動ホームひかり 

１．日中活動事業 

 

（１）利用実績 

 

＜令和 3年度＞ 

生活介護事業（定員 35名） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計 月平均 

稼働日数 21 18 22 20 18 20 21 20 20 19 18 22 239 19.9 

延利用者数 822 690 876 773 682 765 811 755 762 613 686 715 8,950 745.8 

利用者数/日 39.1 38.3 39.8 38.6 37.8 38.2 38.6 37.7 38.1 32.2 38.1 32.5 -  37.4 

入浴利用人数 29 22 34 23 9 25 28 25 17 19 16 21 268 22.3 

送迎利用人数 731 575 745 645 731 817 729 690 683 513 486 555 7,900 658.3 

 

地域活動支援センター事業（定員 10名） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計 月平均 

稼働日数 21 18 22 20 18 20 21 20 20 19 18 22 239 19.9 

延利用者数 49 41 49 45 41 46 49 45 46 29 41 41 522 43.5 

利用者数/日 2.3 2.2 2.2 2.2 2.2 2.3 2.3 2.2 2.3 1.5 2.2 1.8 - 2.1 

入浴利用人数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

送迎利用人数 19 16 16 15 79 90 22 16 14 10 14 12 323 26.9 

＜令和 2年度＞ 

生活介護事業（定員 35名） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計 月平均 

稼働日数 21 18 22 21 18 20 22 19 20 19 18 23 241 20.1 

延利用者数 745 661 809 761 654 725 816 716 744 698 685 873 8,887 740.6 

利用者数/日 35.5 36.7 36.8 36.2 36.3 36.3 37.1 37.7 37.2 36.7 38.1 38.0 -  36.9 

入浴利用人数 20 15 36 34 29 38 37 33 27 19 16 29 333 27.8 

送迎利用人数 572 575 736 698 573 658 757 659 637 664 747 894 8,170 680.8 

 

地域活動支援センター事業（定員 10名） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計 月平均 

稼働日数 21 18 22 21 18 20 22 19 20 19 18 23 241 20.1 

延利用者数 49 44 53 40 41 47 50 42 45 41 40 55 547 45.6 

利用者数/日 2.3 2.4 2.4 1.9 2.3 2.4 2.3 2.2 2.3 2.2 2.2 2.4 - 2.3 

入浴利用人数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

送迎利用人数 28 34 18 14 14 14 18 12 16 64 78 76 386 32.2 
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4月に新卒の利用者 3名、年度途中に既卒の利用者 1名を受け入れました。その後、

4名が契約終了となり、3月末時点での利用者数は計 72名となります。 

  新型コロナウイルス感染症は今年度も終息する気配はなく、昨年度に続き各種行

事・イベントの中止や自粛が相次ぎました。 

  緊急事態宣言中は昨年度同様に公共交通機関での通所は控えていただき、普段は自

力通所の利用者も送迎を実施しました。感染者増加に伴い、通所を控えて在宅支援に

なる利用者も複数いました。 

  1 月以降は職員・利用者共に感染が判明し、1 月と 3 月に日中活動を計 5 日間閉鎖

しましたが、その間利用者全員に電話連絡をして、体調面の確認や自宅でのご様子を

伺いました。 

  一日外出は中止とし、外部講師による各種プログラムや近隣の会社の社員食堂での

パン販売は再開に向けて調整しましたが、年明けの感染再拡大により見合わせる形と

なりました。 

  区内の他事業所も感染者が増加しましたが、連絡を取り合って併用通所利用者につ

いて情報を共有しました。ひかり通所中に発熱や体調不良が確認された場合は別室対

応とし帰宅していただきました。 

  そのような状況下でも通所中は楽しく有意義な時間を過ごしてもらいたいと考え、

室内で密にならない活動プログラムを試行錯誤しながらも実施しました。 

  マスク着用が難しいので電車に乗れない、とご家族が困っていた利用者もマスクの

着用を少しずつ練習し、長時間外さずにいる事ができるようになりました。 

  12月には忘年会、2月には成人を祝う会を開催しました。新成人になられた利用者

は式の最中晴れやかな表情を浮かべていました。 

 

（２）日中活動全体 

 

１）職員体制 

3月に女性の常勤職員が 1名入職しています。 

パート職員は退職者もいましたが、年度末に 2名入職しています。 

職員や職員の家族が新型コロナウイルスに感染した事が判明して一定期間休む事

も何度かありましたが、生活支援部はじめ、ひかり全体で協力し合う事で乗り切り

ました。 

 

２）ケア会議 

長時間の会議とならないよう、時間を区切って開催しました。事故報告、ヒヤリ・

ハット報告の検証と再発防止策について話し合い、在宅支援中の利用者含め、近況

報告や今後の支援策等を議論しました。他事業所との併用利用者については、例年

に比べケースカンファレンス開催は少なかったですが、開催された場合は参加した

職員がその内容を報告しました。 
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３）土曜余暇活動・宿泊旅行 

例年奇数月に開催していた土曜余暇活動と、年に 2 回実施していた宿泊旅行につ

いては、いずれも昨年度に続き、新型コロナウイルス感染拡大の状況を受け、中止

とさせていただきました。 

 

４）地域とのつながり 

新型コロナウイルス感染症の影響もありイベントは中止が続きましたが、「広報よ

こはま」への掲載を進めました。 

社会福祉法人ひかりがスポンサーになっているエフエム戸塚の「Radio Familiar」

の番組コーナーでは、4月 9日と 9月 17日の 2回出演させていただきました。利用

者主体で活動の様子を話していただき、多くの方へのメッセージとなりました。 

東戸塚駅前での赤い羽根共同募金の街頭募金活動にも参加をし、品濃小学校との

交流では、パン工房（ＤＥＭ）とのコラボレーションで、生徒が考えたレシピを元

にサンドイッチを作りました。 

 

５）情報の発信 

日中活動利用者やご家族向けの機関紙「その人らしく」は、各グループで創作し

た作品を紹介し、ハロウィンや忘年会等のイベントも記事にしました。また、今年

度も宿泊旅行は実施できなかったので、過去の思い出写真を掲載して、楽しい内容

になるように工夫しました。並行して、コロナ禍での体調管理に関する記事も引き

続き掲載しました。 

日々の様子は、ホームページのブログにも掲載し、多くの方へ発信できるように

努めました。年度当初に実施しているご家族向けの懇談会は、コロナ禍の影響で実

施できませんでした。 

 

６）実習生の受け入れ 

高等部 3年生 2 名、既卒者 1名の計 3名を受け入れ、内 2名は来年度ひかりに通

所予定です。 
 

No. 
実習 

性別 
学校名 

既卒 
居住区 目的 

月 所属 期間 

1 6 月 DEM 5 日間 女性 保土ケ谷養護学校 南区 進路 

2 11 月 カシオペア 5 日間 女性 鎌倉養護学校 戸塚区 進路 

3 12 月 ペガサス 1 日 男性 既卒 戸塚区 通所 

 

７）健康管理 

毎月、木原歯科・内科医院の原口医師に、日常生活上の健康管理の指導をしてい

ただきました。また、新型コロナウイルス感染症の状況と変異株、ワクチン接種後

の副反応、濃厚接触者の健康観察期間等について、最新の情報を教えていただきま

した。 
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（３）各グループ 

 

１）ＤＥＭ 

女性利用者１名が契約終了となり、3 月末時点で計 12 名（男性 8 名、女性 4 名）

の在籍となりました。 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、喫茶スペースは引き続き閉鎖しました。

パンの製造量も来客状況等を考慮して増減させることで、パンの廃棄が出ないよう

調整しました。外部販売については感染が収まってきたタイミングで再開に向けて

準備をしましたが、再拡大したため再開には至りませんでした。 

その後も感染拡大は収まりませんでしたが、近隣の小学校より交流のお話をいた

だき、小学生考案のサンドイッチを作り納品する機会がありました。新型コロナウ

イルス感染拡大防止の観点から、利用者が関わる作業は限定しましたが、いただい

た感想文集を読み嬉しそうにされる方が多く、モチベーション向上につながりまし

た。また、新型コロナウイルス感染予防のため長期間通所を自粛されていた利用者

が通所再開となりました。余暇活動限定の通所ではありますが、楽しくかつ安心し

て活動に参加できるよう考慮してプログラムを組み立てました。 

 

２）フェニックス 

新卒の男性利用者 1名を受け入れ、3月末時点で計 20名（男性 13 名、女性 7 名）

の在籍となりました。 

活動内容は、回収した空き缶の在庫が多くなり過ぎないよう、積極的に缶潰しを

取り入れました。ガーデニングにおいては、春に向けた楽しみとして一人一つずつ

球根を育てており、成長を喜ぶと同時に外へ出て気分転換を図る機会となりました。

その他にも清掃やくるみボタンづくりを継続し、ローテーションしながら取り組み

ました。 

年間を通して季節の活動を実施し、秋には近隣に秋探しへ出掛けたり、ハロウィ

ンの貼り絵を創作して、完成後に写真撮影を行いました。冬には毛糸のポンポンを

たくさん作り、時間をかけながらクリスマスツリーを完成させ、多くの方々から好

評をいただきました。 

健康や体力の維持・向上のため、利用者一人ひとりに合ったプログラム内容を考

えながら運動を実施しました。季節の活動でも実施した玉入れは、利用者が楽しみ

ながら体を動かすことができ、積極的に運動量を確保することができました。 

 

３）ペガサス 

3月末時点で計 9 名（男性 4名、女性 5名）の在籍となりました。 

活動内容は、健康維持（体重増加の抑止・身体機能や体力低下の防止）と個々に

必要な運動プログラム（体操・ストレッチ・ウォーカー等）を主軸に行いました。

月初めの体重測定も健康の目安として、継続的に実施しました。その他には、貼り

絵・季節飾り等の創作活動や音楽・スヌーズレン・足浴等の心身をリラックスさせ

る活動も定期的に取り組みました。また、活動意欲・積極性の向上を図るため、余
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暇活動（動画鑑賞・調理・ゴールボール・モルック等）も実施しました。 

近隣施設への配達（書類・ＤＥＭ製品等）や近隣施設の利用（図書コーナー等）

については、新型コロナウイルス感染拡大の状況を鑑みて、実施を控えました。 

月間プログラム作成では、利用者を交えて内容を計画し、実施しました。他グル

ープとの合同プログラムが、新型コロナウイルス感染症の影響で実施困難だったた

め、その分グループ内のイベント行事を充実させました。月をモチーフにした春夏

秋冬貼り絵展を開催し、印象に残った貼り絵への投票を他グループに協力してもら

ったり、オリンピックイヤーに因んで、夏季・冬季オリンピックを開催し、グルー

プ内イベントを楽しんでもらう事が出来ました。 

 

４）カシオペア 

新卒の男性利用者 1名、女性利用者 1名を受け入れ、また 11月末に男性利用者 2

名、女性利用者 1名が退所されたため、3月末時点で計 25名(男性 9名、女性 16名)

の在籍となりました。 

活動内容は、自主製品作りを主軸に行いました。今年度は新型コロナウイルス感

染拡大防止のためひかりや他事業所でのイベントが開催されず、販売の機会がほと

んどありませんでした。その分、お客様からの注文の商品をより丁寧に心を込めて

作ったり、ひかり内の販売ブースに置く自主製品を利用者自身が選ぶことでモチベ

ーションに繋げました。活動時間中はマスクや手指消毒等感染症対策を徹底して行

いながら、散歩や初詣に行き外出の機会を設けました。 

12月には忘年会を実施し、在籍人数の半数ほどが参加しました。普段は顔を合わ

せない別曜日の利用者同士がゲームや食事を一緒に楽しみ盛り上がりました。また、

今年度成人を迎えた仲間へお祝いのメッセージを書いたり、「成人を祝う会」の看板

作りをしてグループ全体でお祝いをし、利用者同士の関わりが深まりました。 

 

５）ミルキーウェイ 

カシオペアとの併用利用者 1 名を含め、3 月末時点で計 8 名（男性 8 名）の在籍

となりました。 

活動内容は、木工作業を主軸として取り組みながら、継続して新製品の開発を行

いましたが、製品として販売するためには、まだまだ試行錯誤していく必要があり

ます。また、ウッドショックや仕入先の販売会社が合併する報道から、木材の確保

も急務となっています。 

運動プログラムについては、運動量の違いに配慮し個別にベランダを歩き、ソフ

トエキスパンダーを使って上半身の運動を行いました。また、近くの公園を散歩す

る際には、全員マスクを着用し休みながら散歩するようにしています。 

室内の衛生管理のため、床や普段使用するテーブルなどの清掃に力を入れて取り

組みました。その際も手袋を着用し、感染予防に努めました。 

年齢を重ねていく事で生じた将来への不安を聞くことがあり、相談支援部に協力

を仰ぎながらご家族と支援者間で話をする機会を作り、必要な情報を提供しました。 
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（４）事故/ヒヤリ・ハット 

 

１）事故 

計 20件の事故が発生、報告されています。全体の報告件数は昨年度と比べて大幅

に増加しました。分類別に見るとその他の項目が多く挙げられました。内容として

は、送迎車の接触や連絡帳の渡し間違い等が挙げられました。医療の項目では 3 件

とも脱薬の報告でした。服薬チェック表をより分かりやすく変更し、職員の連携の

強化を図る等の対策を開始しています。また、常勤職員だけでなくパート職員への

事故報告の周知を強化し、再発防止に努めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下、事故の中から、抜粋して掲載します。 

 

 【事例】 

・活動終了後、連絡帳の記載とトイレ介助、利用者の見守りを並行して行ってい

る中、早めにお迎え来た利用者に別の利用者の連絡帳を渡してしまった。帰り

支度を分担して行っていたため他の職員も気が付かなかった。 

→ トイレ介助や見守り等、他グループの職員でも対応できる場合は依頼をし、

グループ間での連携を図ります。また、人員配置についても再検討します。 

 

２）ヒヤリ・ハット 

計 31件のヒヤリ・ハットが発生、報告されています。報告件数は昨年度と比べて

増加しています。その他の項目が多く挙げられましたが、中でも送迎に関する内容

が多数でした。また、誤飲・誤嚥の項目が 6 件挙げられ、その内 2 件は利用者の食

物アレルギーに関しての報告でした。職員間で改善策を検討しすでに実施を開始し

ています。 

 

他害 物損 転倒
誤飲・

誤嚥
自傷 医療 その他 計

2年度 2 0 2 0 0 2 0 6

3年度 3 1 3 2 0 3 8 20
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事故報告件数比較
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以下、ヒヤリ・ハットの中から、抜粋して掲載します。 

 

 【事例】 

・アレルギーがある利用者の昼食に除去するはずだった食材が入っていた。配膳

時に職員が気付き厨房に伝え、除去したものと変更したため本人が食べてしま

うことはなかった。事前にご家族と食材のチェックをしており、厨房にも伝え

てあったが、その日の朝に再度確認する必要があった。 

→ 朝の時点で食材リストを確認し、除去や変更がある際は厨房と再確認します。

また、配膳の前に職員 2 名で食材リストと実際に提供する食事を見比べてダブ

ルチェックをします。 

 

（５）学習・研修参加 

 

参加した研修は下記の通りです。 

№ 月日 研修名 場所 参加者 

1 6 月 22 日 サービス管理責任者更新研修 平塚商工会議所 諏訪 

2 8 月 24 日 リーダーシップ研修 ウィリング横浜 武藤 

3 12 月 6 日 障害者週間シンポジウム上映会 フレンズ戸塚 野口 

4 1月 29日 かながわ共同会人権フォーラム 2021 ひかり（オンライン） 常勤職員 

 

※ 例年実施している「障害者地域活動ホーム、多機能型拠点看護師等会議」は、昨

年度に続き今年度の開催も中止となりました。 

 

 

他害 物損 転倒
誤飲・

誤嚥
自傷 医療 その他 計

2年度 2 1 3 0 0 0 11 17

3年度 4 2 0 6 0 4 15 31
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ヒヤリ・ハット報告件数比較
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２．生活支援事業 

 

（１）利用実績 

 

１）一時ケア 

利用実績は、昨年度と比べて、延べ時間が 43時間減少しました。 

昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染拡大による緊急事態宣言の影響もあ

り、全体的に利用件数実績・時間数実績が減少しました。ご予約をいただいていて

も、新型コロナウイルス感染症の影響でご家族の予定が無くなり、キャンセルされ

るケースが多くみられました。ご家族の体調不良等、ご予約の理由によってはやむ

を得ずお断りするケースがありました。 

新型コロナウイルス感染症「第 5波」「第 6波」を受けてご本人やご家族が陽性に

なった方、通学・通所先、放課後等デイサービスで濃厚接触者になった方が急増し

ました。ケアをお受けする際には、その日の体調確認や検温の記録、おもちゃや備

品の消毒、室内の換気を徹底して行いました。 

また、ご予約が集中する土日祝日、夏休み等の長期休みには、3 密にならないよ

うな工夫をしながら受け入れを行いました。利用される方々が、安全に安心して過

ごせる環境を提供しました。 

 

＜令和 3年度＞ 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 平均（月） 

件数実績<件> 109 124 115 118 111 91 106 121 116 72 101 95 1279 106.5 

時間数実績<h> 343.5 451.0 353.5 357.0 356.5 310.0 358.5 378.5 339.0 250.5 317.5 334.0 4149.5 345.7 

平均時間<h> 3.1 3.6 3.0 3.0 3.2 3.4 3.3 3.1 2.9 3.4 3.2 3.5  3.2 

依頼数<件> 139 164 154 194 178 140 141 159 158 139 161 148 1875 156.2 

ｷｬﾝｾﾙ数<件> 10 14 10 24 30 21 15 11 16 36 29 26 242 20.1 

お断り数<件> 20 26 29 53 37 28 21 27 26 31 31 27 356 29.6 

 

＜令和 2年度＞ 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 平均（月） 

件数実績<件> 82 86 94 105 108 112 104 112 103 97 105 110 1218 101.5 

時間数実績<h> 309.5 348.0 318.5 355.0 401.0 387.5 360.5 400.5 330.0 306.0 335.5 340.5 4,192.5 349.3 

平均時間<h> 3.7 4.0 3.4 3.4 3.7 3.5 3.5 3.6 3.2 3.2 3.2 3.0  3.4 

依頼数<件> 139 123 136 138 152 146 147 176 154 146 146 167 1,770 147.5 

ｷｬﾝｾﾙ数<件> 33 26 17 15 19 8 14 21 16 22 13 24 228 19 

お断り数<件> 24 9 25 20 25 23 29 43 35 28 28 35 324 27 
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２）ショートステイ 

利用実績は、昨年度と比べて、延べ泊数が 20泊減少しました。 

一時ケア同様、新型コロナウイルス感染拡大による緊急事態宣言の影響で自粛さ

れるケースや新型コロナウイルス感染症の影響でご家族の予定が無くなるケース、

ご家族の体調不良等やむを得ずお断りするケース等、キャンセル数・お断り数が増

加し、全体的に宿泊数が減少しました。 

新型コロナワクチン接種の予約が始まり、ご家族がワクチン接種の予約が取れた

とのことでショートステイの依頼をいただくケースが多くありました。ご依頼日に

3 密の回避が困難な場合は、ご家族に説明しお断りするケースもありましたが、安

心してワクチン接種していただけるように、一時ケアのご提案をさせていただきま

した。ケアをお受けする際は、感染防止対策を徹底しました。食事の際には、飛沫

感染防止のためにパーテーションの使用や食事介助者のフェイスシールドまたはゴ

ーグルの着用を行いました。入浴介助時も、手袋、フェイスシールド、ゴーグル等

を着用し、換気も行い感染防止に努めました。 

地域生活支援拠点機能のひとつである「緊急時の受け入れ・対応」における調整

も行いました。受け入れ体制を整えましたが、長期で宿泊できる入所施設での受け

入れや、ご本人の希望等で、実際にはキャンセルとなるケースがありました。 

 

＜令和 3年度＞ 

 

＜令和 2年度＞ 

 

 

 

 

 

 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 平均（月） 

泊数実績<泊> 39 37 39 40 37 36 39 44 38 28 28  25  430 35.8 

 緊急<泊> 0 0 3 0 1 0 1 1 1 0 0  0 7 0.5 

依頼数<件> 59 58 49 59 67 55 57 72 74 59 51 58 718 59.8 

ｷｬﾝｾﾙ数<件> 9 10 3 5 15 10 7 8 7 14 13 14 115 9.5 

お断り数<件> 11 11 8 14 15 9 10 20 29 17 10  19  173 14.4 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 平均（月） 

泊数実績<泊> 23 31 33 39 38 49 41 42 43 37 35  39  450 37.5 

 緊急<泊> 0 2 1 3 0 5 2 3 0 1 2  3 22 1.8 

依頼数<件> 47 52 50 56 52 60 61 60 65 64 52  60 679 56.6 

ｷｬﾝｾﾙ数<件> 21 13 11 5 4 3 7 4 6 14 8 12 108 9 

お断り数<件> 3 8 6 12 10 8 13 14 16 13 9   9 121 10 
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（２）登録者数の動向と傾向 

 

新規登録者数は、36 名でした。現在の総登録者数は、946 名（登録された住所地か

ら転居され、転居先不明者 108名を除く）となります。基幹相談支援センターの他に、

区役所や療育センターからの紹介、既登録者のご家族からの紹介を通しての登録があ

りました。また、フェイスシートの更新時に、引っ越しやグループホーム入居等で登

録の削除を希望される方もいました。各月の新規登録者は下記の通りです。 

 

＜令和 3年度＞ 

 

＜令和 2年度＞ 

 

（３）支援内容 

 

“遊び”を通して、利用者が持っている能力を最大限に発揮し、それを生活の場面

に般化することができるよう支援しました。そのために登録面談の際には通学先や通

所先での利用者の取り組みや課題を伺い、ご利用の都度、現在困っていることや伸ば

したい部分をご家族から教えていただくことで、ニーズに直結した支援と利用者の成

長に合わせた支援を行うことができました。 

ショートステイにおいては、良眠の確保を第一に ADL 面の支援や、利用者のニーズ

に合わせて生活面の支援（食器洗い、寝具の準備等）を行いました。 

 

 

 

 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

新規登録者<人> 2 3 1 2 3 7 4 5 0 3 3 3 36 

未就学児<人> 1  1 1 0 0 2 1 3 0 2 2 1 14 

18 歳以下<人> 1 2 0 1 1 4 1 1 0 0 1 0 12 

18 歳以上<人>  0 0 0 1 2 1 2 1 0 1 0 2 10 

戸塚区内<人> 2 3 1 2 2 7 3 5 0 2 2 3 32 

区外<人> 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 1 0 4 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

新規登録者<人> 1 2 2 5 4 2 2 3 2 5 2 3 33 

未就学児<人> 0  1 0 1 1 0 0 1 2 2 0 1 9 

18 歳以下<人> 1 0 1 2 1 1 1 0 0 1 1 2 11 

18 歳以上<人>  0 1 1 2 2 1 1 2 0 2 1 0 13 

戸塚区内<人> 1 1 2 2 4 2 2 1 1 5 2 2 25 

区外<人> 0 1 0 3 0 0 0 2 1 0 0 1 8 
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（４）事故/ヒヤリ・ハット 

 

１）事故 

事故 5件（他害 1・物損 2件・自傷 1件・その他 1件）が発生しました。 

以下、事故の中から、抜粋して掲載します。 

 

 【事例】 

 ・ショートステイ明けの朝、食事等を済ませ落ち着いていたが、突然居室まで走り

出し、ベッド上で大きく 2 回飛ぶ音が聞こえた。職員は利用者のスピードに追い

つけず、リビングから見守る形となる。利用者がベッドから降りた直後に火災報

知器が反応したが、利用者が 2 階へ走り出したため電話対応ができず、消防隊が

出動してしまった。 

  → もともと突発的な動きがある方で、ソファーやテーブルの上に乗ってしまうこ

ともありました。その日も、前触れなく突発的に走り出し対応ができなかったこ

とが原因と考えられます。テーブルや椅子の場所を移動し、利用者と火災報知機

との距離に注意しケアの受け入れを行うようにします。 

 

  ・複数人でのケアが久しぶりだったため、他利用者の動きや発言に対し興奮状態と

なる。大きな声や突発的な動きが多く見られたため、移動できる利用者は 2階に

て過ごしていただく。その後も、職員に対し突発的に頭を叩く、髪を引っ張る等

の行為や頭を壁に叩きつける自傷行為も見られた。また、近くにあった電話機を

引っ張り、受話器を破損させてしまった。 

  → 情緒が不安定な状況の中での利用でした。他利用者と過ごすことで刺激になっ

てしまったことが原因と考えられます。事前にご家族や関係機関等にご本人の様

子を聞き取り、当日の受け入れ体制を工夫します。 

 

２）ヒヤリ・ハット 

7 件（他害 1 件・物損 1 件・転倒 1 件・その他 4 件）のヒヤリ・ハットが発生・

報告されました。 

以下、ヒヤリ・ハットの中から、抜粋して掲載します。 

 

【事例】 

 ・ご両親のワクチン接種の予約が取れたとのことで、緊急で一時ケアのご依頼を

お受けする。ケアの受け入れと他利用者の送り出しが重なったため、来所時の検

温ができなかった。ケアが始まってから検温を行ったところ 37.5℃～38.0℃だっ

たため、母へ連絡しお迎えに来ていただく。 

→ 担当職員が他利用者の対応をしていたため、受け入れのみ他職員が行いました

が、職員間で連携ができておらず受け入れ時に検温を行いませんでした。職員間

で統一して来所時の検温を徹底します。 
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・個室でゆっくり過ごされていたが、昼に近づくにつれイライラが募っていく様子

であった。食事を済まされた後に一度個室へと戻られたが、すぐに出てきてリビ

ングへ走りだすと椅子を持ち廊下へ投げようとする様子が見られた。 

→ 音や声に敏感な利用者であるため、組み合わせが重要でした。一緒に過ごして

いた利用者の声が気になり、イライラが募ってしまったことが原因と考えられま

す。その後は、個室にて対応を行いました。 

 

（５）部門間連携 

 

直接支援に関しては、日中活動部にも協力してもらい対応しました。発作や食物ア

レルギー等、特別な配慮が必要な利用者については、受け入れの前に申し送りを行い

ました。職員会議にて、支援方法に悩んでいる方をケース検討の議題に上げ、部門間

で意見を出し合い共有しました。 

昨年度に引き続き、相談支援部経由の登録がありました。相談支援部で関わってい

る既登録者については、適宜、連携を図ることにより、利用者の生活状況や通学・通

所状況等も捉えるように努めました。必要に応じて、カンファレンスにも参加しまし

た。緊急利用の受け入れの際には日中活動部を中心に他部にも協力を依頼し、受け入

れ体制を整えました。 

 

（６）その他 

 

全登録者に情報更新用のフェイスシートを送付・配布し、返信の際に顔写真・個人

情報の同意書を同封していただきました。顔写真については、災害時等に使用するこ

とを目的としています。新しいフェイスシートはファイリングし直し、パソコンへの

データ化も行い、職員が共有できるようにしました。 
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３．相談支援事業 

 

（１）基幹相談支援センター 

 

１）総合的・専門的な相談支援の実施 

基幹相談支援センターとしてスタートし、6年が経過しました。 

年を追うごとに基幹相談支援センターの周知が進み、ご本人・ご家族をはじめ区

内外の多様な機関から相談が入るようになりました。その相談内容は年々複雑化し

ており、必要な支援につなげるためには、障害福祉に限らず周辺領域も含めた多様

な資源についての情報を幅広く把握していること、他機関・多職種とのより密な連

携が求められます。 

依然として新型コロナウイルス感染症の流行が続く中、コロナウイルス関連の相

談も増加傾向にあります。実際に感染された方の対応に当たっては、各機関と密に

情報を共有し、より連携した対応を行うことが求められています。 

 

＜相談件数＞ 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 累計 

令和 3年度 398 438 466 454 464 465 447 433 439 441 474 454 5,373 

令和 2年度 339 380 403 405 334 308 362 345 361 378 353 454 4,422 

 

＜ケア会議開催状況＞ 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 累計 

令和 3年度 5 10 10 9 4 6 5 2 7 3 10 12 83 

令和 2年度 3 2 3 4 4 9 6 3 11 4 8 10 67 

 

今年度の相談件数は 5,373件となり、 

  昨年度より約 950 件の増加となりまし 

た。相談者数は 406 名となり、昨年度 

と比較して 50名ほど増加しています。 

新規ケースよりも継続ケースの伸び率 

が高く、継続した支援が必要なケース 

が増えていることが分かります。 

 中でも、8050世帯や外部とのつなが 

りがない方についての相談が増加して 

おり、ニーズの掘り起こしが進んでき 

たことがうかがえます。一方で、対応 

の手立てがなく、支援を行う難しさも 

感じています。また、知的障がい者を 

対象とした自立生活アシスタント事業 

所がない状況が続いていることで、単 
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身生活の方へのきめ細かな支援が必要 

となっている状況もあり、単身生活を 

される方への支援は引き続きの課題と 

なっています。 

 コロナウイルス関連の相談では、ワ 

クチン接種に伴う支援や、ご本人・ご 

家族の感染や濃厚接触等により具体的 

な支援が必要になるケースも増加して 

います。ご家庭の力が弱く、感染して 

も体調の管理や受診、食料調達などに 

支援が必要なケースも多く、保健所や 

医療機関など様々な機関と連携して支 

援を行いました。 

 

２）地域の相談支援体制の強化の取組 

自立支援協議会「相談支援部会」の開催や日頃のやり取りを通して各指定特定相

談支援事業所の状況を把握し、必要に応じて情報提供や支援に関する助言等のフォ

ローを行いました。 

横浜市では、「相談支援部会」を人材育成の場と位置付けています。昨年度に引き

続き、相談員のスキルの向上を目指したグループスーパービジョンの実践、制度や

社会資源などの情報提供を行いました。 

グループスーパービジョンでは、事例提供者が自らの思いを話すことや他者との

意見交換を通じて、各参加者が様々な気づきを得ることを体感しました。技術の習

得だけなく、グループスーパービジョンの有効性を実感する機会となりました。事

例提供者からは、「話をすることでケースに向き合う気の持ち方も変わり、良かった」

との意見もありました。 

この他、これまで区内の相談支援専門員を対象に地域生活支援拠点について周

知・共有する機会がなかったことから、7 月の部会では地域生活支援拠点をテーマ

に取り上げて開催しました。地域生活支援拠点の概要と共に他区の具体的な取り組

みを紹介することで、理解を深めるきっかけになりました。 

区役所・生活支援センターとは、「定例カンファレンス」等を活用してケースを共

有し、連携して支援を行いました。8050問題や虐待疑いなど、家族全体の支援が必

要なケースについて共有しました。その他、戸塚区全体に関わる事項の共有・協議

の他、区内の計画相談支援の実施状況や地域生活支援拠点に関する情報の共有を行

っています。 

 

３）地域移行・地域定着の促進の取組 

昨年度から『精神障害にも対応した地域包括ケアシステム（にも包括）』の整備が

開始されたことに伴い、自立支援協議会「精神保健福祉分科会」を「精神保健福祉

部会」に移行し、『にも包括』の協議の場と位置付けて活動しました。 
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「精神保健福祉部会」では、『にも包括』の説明会を通じて整備の進め方や取り組

み内容について共有し、関係機関に対する働きかけについて検討しました。また、

事例検討を通じて地域の強みや特徴、社会資源の発掘・活用方法や多職種連携のあ

り方等の地域課題について共有しました。明らかになった課題については、今後の

活動の中で継続的に検討していくことを確認しています。 

この他、障害者支援施設における入所者の状況把握について検討していましたが、

実施には至りませんでした。 

 

４）権利擁護・虐待の防止の取組 

成年後見制度に関する情報提供や活用支援、虐待防止の取り組みを行いました。 

支援力の向上と関係機関との連携強化を図るため、成年後見制度に関する支援者

向けの研修や説明会の他、市民後見サポートネットに参加しました。 

個別ケースにおいては、適宜制度案内を行い、利用を希望される方には申し立て

に向けた支援を行いました。様々な関係機関と連携して支援を行うことで、今年度

は 2 名の方の申し立てが家庭裁判所から受理され、制度の利用に繋がりました。ま

た、定期的に権利擁護や虐待に関するケースの情報を集約し、定例カンファレンス

の場で区役所・生活支援センターと共有しました。 

虐待防止の取り組みとしては、自立支援協議会「全体会」「児童部会」の場を活用

し、支援の場における虐待・権利侵害について、専門の講師を招いて研修を行いま

した。 

 

５）その他地域の状況に応じた独自の取組 

地域生活支援拠点機能の整備に向けた取り組みのうち、主に『専門的人材の確保・

育成』『地域の体制づくり』と一体的に実施する独自の取り組みでは、自立支援協議

会を活用し下記の取り組みについて検討・実施しました。 

新型コロナウイルス感染症拡大の状況を受けて、新たな生活様式下での取り組み

方について検討し、各機関の状況に応じて活動内容を調整しながら進めました。 

また、誰もが暮らしやすい地域づくりの手がかりとなるよう、各活動への参加を

通じてインフォーマルな活動の把握や関係づくりも行うように努めました。 
 

コミュニティ研究部会 

分野を越えたネットワークづくりを目指し、地域ケアプラザとの連携や情報交換を

実施。そのネットワークを活かして区内事業所の人材育成の取り組みを行った（作

成した DVD を使用して講座を実施）。 

地域啓発部会 
イオンスタイル東戸塚での当事者美術作品展示（常設）の継続実施。障害者週間啓

発イベントでの販売や各種社会資源を活用した地域への啓発活動について検討。 

リスク部会 

新型コロナウイルス感染症の蔓延が障害児者支援にもたらすリスクとその対応に

ついて検討。参加各機関における新型コロナウイルス感染症拡大による影響と対応

について、意見交換を実施した。 

児童部会 
放課後等デイサービス事業所等とのネットワーク強化に向けた取り組みの検討。講

師を招き虐待についてのオンライン研修会を実施。 

精神保健福祉部会 

『精神障害にも対応した地域包括ケアシステム』における協議の場として、関係機

関の相互理解や連携のあり方等について意見交換。家族会も含め区内の精神障害の

ある方に関わる関係機関で事例検討を行い、地域課題について検討。 
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６）地域生活支援拠点機能の整備に向けた取組 

障がいのある方を地域全体で支えるサービス体制の構築に向けて、既存の社会資

源でネットワークを形成するため、ケースの支援等を通じて様々な機関と連携しな

がら、社会資源を視覚化した『戸塚区障害福祉マップ』を作成しました。また、3

機関でのケースの共有・検討を継続しながら、さらなるケース把握と地域の体制づ

くりの一環として、戸塚区生活支援センターと共に地域ケアプラザ（東戸塚・深谷

俣野）へのヒアリングを実施しました。各機関の機能や役割について再確認し、今

後の連携について理解を深めています。 

緊急時の支援は、生活支援部や区役所をはじめとした関係機関と連携して行いま

したが、緊急時に備えた『緊急時予防・対応プラン』の普及は課題となっています。

個人や指定特定相談支援事業所等に限らず、来年度も引き続き普及啓発に取り組み

ます。 

 

（２）関係機関・関係施設との連携・協力 

 

１）コーディネーター業務 

施設見学や授業への協力依頼、講師派遣依頼などがあった際には随時対応してい

ます。新型コロナウイルス感染症の状況を考慮し、感染症対策を十分に行った上で

受け入れ対応を行いました。 

昨年度は品濃小学校の 6 年生から授業への協力依頼があり、初めて交流を行いま

したが、今年度は 3 年生から「総合的な学習の時間」への協力依頼がありました。

オリジナルのサンドイッチ作りに協力して欲しいという依頼を受け、パン工房 DEM

の協力のもと、生徒さんたちが考えたレシピでオリジナルのサンドイッチを作りま

した。今後も、品濃小学校をはじめとした地域の学校や施設との交流の機会を持ち、

地域とのつながり作りに努めていきます。 

 

２）定例会議＜外部機関・団体＞ 

区役所・生活支援センター・基幹相談支援センターとの 3機関連携の場として「戸

塚区定例カンファレンス（全体会／分科会）」を毎月開催しています。各機関の近況

について情報共有を行う他、連携が必要なケースや気になるケース等についての共

有・検討を行いました。身障知的担当 CWとは、分科会の場を活用し、虐待が疑われ

るケースをはじめ権利擁護が必要なケースの共有や、成年後見制度利用に向けた対

応状況の確認等を行いました。 

その他、以下の会議に参加し、関係機関との連携や研鑽の機会としました。なお、

今年度は新型コロナウイルス感染拡大の状況を受け、年度当初の予定が大幅に変更

となっています。 
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会議名 主な参加機関 開催頻度 

戸塚区定例カンファレンス 

・戸塚区役所 高齢・障害支援課 

身障・知的担当および精神保健福祉担当 

・戸塚区役所 こども家庭支援課 

・戸塚区生活支援センター 

毎月１回 

（※8・9・2

月は休会） 

基幹相談支援センター連絡会 
・健康福祉局 障害施策推進課 

・基幹相談支援センター 主任相談員 

毎月 1 回 

（※状況に

よりオンラ

イン開催） 

基幹 担当者会 

・地域移行担当者会 

・独自の取組担当者会 

・権利擁護担当者会 

・地域生活支援拠点担当者会 

・健康福祉局 障害施策推進課 

・基幹相談支援センター 各取組担当者 

  ＜地域移行・地域定着の促進の取組＞担当者 

  ＜地域の状況に応じた独自の取組＞担当者 

  ＜権利擁護・虐待の防止の取組＞担当者 

＜地域生活支援拠点機能の整備に向けた取組＞担当者 

各担当 

年 2 回 

（※状況に

よりオンラ

イン開催） 

発達障害地域連携プログラム 

・発達障害者支援センター 

・戸塚区生活支援センター 

・戸塚就労支援センター 

・戸塚区役所 高齢・障害支援課 精神保健福祉担当 

年 3 回 

（※第 3 回

は休会） 

成年後見サポートネット 

・戸塚区役所 高齢・障害支援課 高齢者支援担当 

・区社協あんしんセンター 

・地域包括支援センター 社会福祉士 

・神奈川県弁護士会 

・リーガルサポート神奈川県支部（司法書士会） 

・ぱあとなあ神奈川（社会福祉士会） 

・コスモス成年後見サポートセンター神奈川支部（行政書士会） 

・横浜市市民後見人バンク登録者 

・後見的支援センターとつかエコー 

年 1 回 

（※今年度

は中止） 

退院サポート事業検討会 

・栄区生活支援センター 

・栄区基幹相談支援センター 

・戸塚区生活支援センター 

不定期 

（※今年度

開催なし） 

移動情報センター推進会議 

・健康福祉局 障害自立支援課 移動支援係 

・横浜市社会福祉協議会 障害者支援センター 

・戸塚区社会福祉協議会 

・戸塚区移動情報センター推進委員 

（区役所、障害福祉サービス事業所、特別支援学校等） 

年 4 回 

（※第 4 回

は 書 面 開

催） 

 

（３）部門内、部門間連携 

 

部内では、グループウェアを活用して日々の情報共有を行う他、週１回のミーティ

ングおよび月１回の定例会議を実施し、新規ケースを含むケースの情報共有や支援方

針の確認、各業務の進捗状況の共有等を行いました。業務ですれ違いになることが多

いため、週に一度は必ず全員が顔を合わせる時間を設けることで、相談員の抱え込み

を防ぎ、皆で連携して支援を行う体制づくりに努めています。 

部門間の連携では、相談部から日中活動や生活支援の利用につなぐケース、ご家庭

の状況や身体状況の変化等により各部から相談につながるケースなど、各部と連携し

た対応が必要となっています。ご本人にとって必要な支援が行えるよう、グループウ

ェアや会議等の場を活用しながら、随時の情報共有に努めました。また、各機関での
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感染情報など新型コロナウイルス感染症関連の情報についても随時最新の情報を各部

と共有しながら、慎重に対応を行いました。 

 

（４）戸塚区地域自立支援協議会の運営 

 

戸塚区地域自立支援協議会の運営規約に則り、自立支援協議会の運営を行いました。

3 機関を含む事務局会議において全体の運営管理を行い、担当者会では各部会の活動

状況の共有や地域課題の把握・検討等を行いました。 

今年度の全体会は、新型コロナウイルスの感染状況を考慮し、7 月のみの開催とな

りました。昨年度に引き続き、外部講師を招いて「障害児者の権利擁護」をテーマに

研修を実施しています。障害児者支援においては事業所の種別を問わず共通したテー

マであるものの、各事業所で研修を実施するのは難しい状況があることから、多くの

方に参加していただき、参加者からは好評の声をいただいています。 

一昨年度末からの新型コロナウイルス感染拡大の影響により、思うように部会の活

動を行うことができない状況が続いています。従来の集合形式での会議に加えてオン

ラインでの会議を取り入れることで、感染症の不安がある中でも各機関の状況の共有

や部会活動を継続して行うことができるよう努めました。 今後も長期的に新型コロナ

ウイルス感染症と向き合っていく必要があると思われます。協議会として、地域の状

況を把握しながら、この状況が長期化する中でどのような取り組みが必要か、引き続

き検討し取り組んでいきたいと考えます。 

戸塚区地域自立支援協議会は立ち上げから 13年が経過しました。活動が軌道に乗っ

てきた反面、形骸化してきている一面もうかがえることから、本来の地域課題の抽出

や検討という目的に立ち返り、活動内容や課題検討の仕組みについて見直しを行いま

した。来年度は具体的に取り組みを進めていきたいと考えています。 

 

 ＜活動内容＞ 

会議名 活動概要 参加者 

代表者会 

新型コロナウイルスの感染状況を考慮し、書面にて活動報告（内容は以下）。 

来年度 5 月に改めて報告の機会を設ける予定。 

・今年度の全体会・専門部会等の活動報告および来年度の活動計画。 

・来年度の年間予定と取り組みの方向性。 

・区内の日中サービス支援型共同生活援助事業所より事業報告。 

- 

事務局会議 

・全体会の企画検討（権利擁護・虐待防止をテーマとした研修等）。 

・各部会の年間計画および予算申請の確認。 

・コロナ禍における協議会活動についての検討。 

・自主製品販売を通じた社会参加の促進や区域の啓発についての検討。 

中瀬 

芦名 

松木 

関口 

担当者会 

・各部会の年間計画および活動の報告。 

・コロナ禍における部会活動についての共有・検討。 

・各部会からの課題報告および検討。 

中瀬 

芦名 

松木 

関口 
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全体会 

全機関が参加する場を活用した研修会を企画。 

昨年度のテーマ『障害児者の権利擁護・虐待』に続く内容として、『障害児

者の権利擁護・意思決定支援』をテーマに研修を実施。 

感染症対策や各参加者の負担を考慮し、ZOOM オンラインにて実施した。 

＜講師：和泉短期大学 鈴木敏彦教授＞ 

中瀬 

芦名 

松木 

関口 

斉藤 

川島 

河野 

日中活動

職員 

部
会 

コミュニティ 

研究部会 

地域の障害理解促進と地域ネットワークづくりのため、以下の活動を実施。 

・地域ケアプラザとのつながりづくり（障がいについての学習会の開催）。 

・外部講師による学習動画（地域向け／支援者向け）の作成。 

・事例検討の実施。 

斉藤 

（宮坂） 

（松丘） 

地域啓発部会 

・イオンスタイル東戸塚にて開催している「戸塚区障がい者美術館計画“み

んなちがっていいんだよ”」（当事者美術作品常設展示）の継続実施。 

・各種社会資源を活用した地域への啓発活動の検討。 

・今後の部会活動についての検討。 

水戸 

林 

リスク部会 

・感染症の蔓延が障害児者支援にもたらすリスクとその対応について検討。 

・各事業所における新型コロナウイルス感染症拡大による影響と対応につ 

いての共有と意見交換。 

武藤 

児童部会 
・障害児通所支援事業所等とのネットワーク強化に向けた取り組みの検討。 

・外部講師を招き、『虐待』をテーマにオンライン研修会を実施。 

斉藤 

関口 

相談支援部会 

・事例検討を通じた専門性の向上と区内の相談支援体制の強化を目指したグ

ループスーパービジョンの取り組みの継続実施。 

・地域の社会資源についての情報提供。 

芦名 

松木 

川島 

（松丘） 

精神保健福祉 

部会 

・『精神障害にも対応した地域包括ケアシステム』における協議の場として、

関係機関の相互理解や連携のあり方等について意見交換。 

・区内の精神障害のある方に関わる関係機関で事例検討を行い、地域課題に

ついて検討。 

松木 

河野 

連
絡
会 

グループホーム 

連絡会 

・戸塚区 GH 連絡会のホームページについての内容検討。 

・区内グループホームの実態調査のための情報シートの内容検討。 

・職員向けのアンガーマネジメント研修をオンラインで実施。 

・オンラインでの当事者活動の実施。 

三野 

（川島） 

日中情報交換会 ※今年度は実施なし - 

 

（５）学習・研修参加 

 

相談員としての資質向上、技術・知識の獲得を目指し、以下の研修に参加しました。 

No. 月 研修名 場所 参加者 

1 

4 月 

ぜんち共済 福祉施設における権利擁護 

～津久井やまゆりや袖ケ浦福祉センターからの 

経験から～ 

※オンライン開催 斉藤 

2 

あさひ又村塾『令和 3 年度報酬改定の動向について』 

～主な横断的改定とサービスごとの報酬改定に 

ついて～ 

※オンライン開催 

中瀬 

荒 

川島 

芦名 

3 6 月 成年後見制度利用促進・相談支援機関向け研修 健康福祉総合センター 関口 

4 7 月 相談支援研修Ⅰ 磯子区公会堂 

斉藤 

川島 

関口 
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5 
相談支援従事者初任者研修 

※7 月～11 月に開催 

e ラーニング／ 

神奈川県民ホール 

関内新井ホール新井ビル 

ワールドポーターズ研修室ほか 

斉藤 

川島 

6 

8 月 

障害のある方の住まいを考える ※オンライン開催 
斉藤 

川島 

7 ゲーム依存の理解と対応 開港記念会館 1 号室 斉藤 

8 面接技術～相談面接・生活場面面接を学ぶ～ ウィリング横浜 河野 

9 

9 月 

トラウマと PTSD の理解とケア ※オンライン開催 川島 

10 生活支援の現場から知る 大人の発達障害 ウィリング横浜 川島 

11 発達障害者相談基礎研修・相談応用研修 ※オンライン開催 河野 

12 

10 月 

神奈川県主任相談支援専門員養成研修 

※10 月～11 月に開催 
ニコテラス湘南 松木 

13 相談系サービス集団指導フォローアップ研修 健康福祉総合センター 芦名 

14 
生活創造空間にし研修 

『障害のある人の住まい／就労を考える』 
※オンライン開催 斉藤 

15 11 月 
相談支援従事者現任研修（インストラクター） 

※11 月～1 月に開催 

横浜産貿ホールマリネリア 

関内技能文化会館 
芦名 

16 

12 月 

生活創造空間にし研修会 

『障害のある人の住まいを考える』 
※オンライン開催 川島 

17 ごみ屋敷対策に関する関係機関向け研修 ※オンライン開催 関口 

18 発達障害地域連携プログラム研修会 戸塚区役所 

松木 

斉藤 

関口 

河野 

芦名 

19 
旭区地域生活支援フォーラム 

～『助けて！』と言える地域づくり！～ 
※オンライン開催 斉藤 

20 
1 月 

発達相談応用研修 ※オンライン開催 河野 

21 かながわ共同会人権フォーラム 2021 ※オンライン開催 全員 

22 

2 月 

基幹相談支援センター向け研修 ※オンライン開催 
松木 

芦名 

23 

生活創造空間にし研修会 

『障害者の暮らしぶりはどうなっているのか！？ 

～意思決定支援をキーワードに～』 

※オンライン研修 川島 

24 

3 月 

成年後見制度利用促進研修 ※オンライン研修 関口 

25 若者相談支援スキルアップ研修 ※オンライン研修 関口 
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４．おもちゃ文庫事業 

 

（１）利用実績 

 

＜令和 3年度＞ 

 

＜令和 2年度＞ 

 

今年度は新型コロナウイルス感染拡大の状況を受け、8月 3日～9 月 30日(約 2ヶ月

間)、1 月 24 日～3 月 25 日(約 2 ヶ月間)の期間を利用中止とし、約 8 ヶ月間の実施と

なりました。 

昨年度に引き続き、検温、手洗い、消毒、換気タイム等、安全に遊べる様に配慮し

ながら、12 月からは今までの 50 分制から時間を延ばし、9 時 30 分～15 時 30 分(昼 1

時間休み)としました。 

利用時間が延びた事で「長く遊べるようになって助かります」とのお言葉や、子ど

もたちが時間を気にせずゆったり遊んでいる姿から、親子で遊べる場の提供の必要性

を再認識しました。 

 

（２）遊具・絵本・環境の整備 

 

・スタッフ間で検討し、昨年度に感染防止対策のために片付けていた木や布のおも

ちゃを少しずつ使っていただける様にしました。木のおもちゃは消毒しやすいも

のを選び、布のおもちゃは布用の消毒液を購入し、消毒または水洗いする等して

安全に使っていただける様に配慮しました。 

・手洗い用にペーパータオルを設置し、より清潔で利用しやすい環境整備を行いま

した。 

 

 

 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

稼動日数 21 18 22 20 1 - 21 20 20 13 - 4 160 

子ども 63 37 81 137 6 - 87 80 150 72 - 30 743 

親 58 33 69 132 6 - 76 68 125 61 - 23 651 

合計（月） 121 70 150 269 12 - 163 148 275 133 - 53 1,394 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

稼動日数 - - - - - - 22 14 - - - - 36 

子ども - - - - - - 60 34 - - - - 94 

親 - - - - - - 57 31 - - - - 88 

合計（月） - - - - - - 117 65 - - - - 182 
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（３）課題・検討事項 

 

新型コロナウイルス感染症が流行して丸 2 年が経ちました。この間、感染防止のた

め家族単位での行動が増え、幼稚園や保育園に通っていない年齢の親子は、子ども同

士で一緒に遊んだり、親同士の交流する機会が減ってしまっている状況です。 

コロナ禍でも、安心して遊べる場となる様に引き続きスタッフ間で話し合い、感染

防止対策などに留意しながら、親子でホッとできる場を提供できる様に努めていきま

す。 
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５．余暇活動支援事業 

 

新型コロナウイルスの感染状況を踏まえ、これまでの調理や外出を中心とした内容を

見直し、募集を行いました。開催に向けて準備をしてきましたが、当選連絡前に開催を

検討した結果、今年度はすべての開催を見送ることとなりました。 

ホームページの案内や電話で中止の報告をさせていただいたところ、「楽しみにして

いたので残念ですが、仕方ないですね」と言った声が多くあり、たくさんの方が余暇活

動への参加を楽しみにされていることを実感しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム 開催日 募集対象 応募者数 当選人数 参加人数 欠席数 ボラ数 

くっきんぐぴかり 

5 月 21 日 

成人 12 名 - 

- - - 

6 月 11 日 - - - 

7 月 9 日 - - - 

サタデーぴかり 

5 月 29 日 

成人 27 名 - 

- - - 

6 月 19 日 - - - 

7 月 17 日 - - - 

ひかりで 

ランチ 

7 月 25 日 
小中高生 

16 名 
- 

- - - 

8 月 7 日 8 名 - - - 

ひかりで晩ごはん 
7 月 25 日 

成人 
9 名 

- 
- - - 

8 月 7 日 12 名 - - - 

スクラッチアート 2 月 11 日 成人 10 名 - - - - 

大人の塗り絵 2 月 26 日 成人 9 名 - - - - 

フラワー 

アレンジメント 
2 月 26 日 成人 8 名 - - - - 

ドライブスルーに

行こう 
 3 月 12 日 

成人 23 名 - - - - 

小中高生 4 名  - - - 
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６．地域交流事業 

 

（１）貸室利用実績 

 

＜令和 3年度＞ 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

利用件数 - 19 26 25 - - 26 21 14 14 - - 145 

利用人数 - 165 182 191 - - 194 171 111 104 - - 1,118 

 

＜令和 2年度＞ 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

利用件数 - - - - - - 8 8 - - - - 16 

利用人数 - - - - - - 58 60 - - - - 118 

 

今年度は新型コロナウイルス感染拡大の状況を受け、4 月 1 日から 4 月 30 日、8 月

3 日から 9 月 30 日、1月 24 日から 3 月 31 日の期間は貸し出しを中止としました。開

催した時期に関しては、利用団体にパーテーションの使用、消毒や換気など感染予防

の呼びかけを行いました。 

なお、「東戸塚ひかりおもちゃ病院」については、休むことなく毎月 2回開催しまし

た。 

 

（２）体験参加型イベント 

 

例年開催しているおもちゃ文庫をご利用の親子を対象にした「工作とお話しの会」

は、新型コロナウイルス感染拡大防止に向けた対応として、昨年度に引き続き開催を

見送りました。 

 

（３）他施設・機関主催行事への参加 

 

新型コロナウイルス感染拡大の状況を受け、各イベントが中止となり参加する機会

はありませんでした。 

 

（４）ひかり主催行事 

 

施設主催のイベントとして例年、8月に「ぴっかり夏祭り」、12月に「冬フェス‐ぴ

っかりライブハウス‐」を開催していますが、新型コロナウイルス感染拡大防止に向

けた対応として、昨年度に引き続き開催を見送りました。 

両イベントとも地域によく認知され、開催した場合には多くのお客様が集まること

が想定され、3密を回避できないとの判断によるものです。 
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７．各委員会 

 

（１）広報委員会 

 

昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染拡大防止の為、大きなイベントが中止

になりました。例年、広報誌では、夏祭り・冬フェスなどのイベントを中心に掲載し

ていましたが、今年度は、エフエム戸塚「Radio Familiar」生出演や「東戸塚ひかり

おもちゃ病院」の紹介等、地域の皆さんとの交流を発信しました。 

ホームページでは、ブログでの各種お知らせ、決算報告・事業報告の資料掲載、定

期的な修正・更新を行いました。 

明るいニュースが少ない中、社会福祉法人ひかりの明るいニュースをお届けできた

らという想いで、ホームページのブログを利用し、日々の活動の様子や給食の紹介等、

心が和むような明るいニュースをお届けしました。 

 

（２）保健・衛生委員会 

 

新型コロナウイルス感染症が猛威を振るい、施設内の衛生管理により気を配る一年

でした。職員同士が連携して、施設内の清掃・消毒を入念に行い、継続して検温を実

施しながら、介助時にフェイスシールドやゴーグル、手袋などを適宜使用し感染対策

に努めました。また、送迎時にも検温を実施すると共に、手指のアルコール消毒を行

いました。 

今年度は 7 月に健康診断を実施しました。感染予防のため、医療機関と会場や健診

方法の再検討から始まり、時間帯によって受ける方のタイムスケジュールなども調整

しました。大きな問題もなく、スムーズに終えることが出来ました。夜勤業務のある

職員については、例年通り、年 2回の健康診断を行いました。 

夏季には熱中症予防対策として、送迎車内に経口補水液とスポーツドリンクを常備

しました。また、体調不良者に適切な水分の補給を促すため、年間を通して経口補水

液を常備しました。 

11月には職員・日中活動利用者を対象に、インフルエンザの予防接種を実施しまし

た。 

館内清掃に関しては、清掃業務を委託している業者に、月 1 回のペースで施設の階

段や床・ベランダ周りの排水口等を清掃していただきました。 
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（３）リスクマネジメント委員会 

 

職員体制の変更に伴い、予防管理組織表を修正・変更しました。 

東戸塚地域活動ホームひかりとホープ川上では、9月に地震を想定した避難訓練、3

月に火災を想定した避難訓練を行いました。どちらも、新型コロナウイルス感染拡大

防止の観点から、消防による立ち合いは難しく自主訓練となりました。東戸塚地域活

動ホームひかりの 3 月の訓練では、車椅子利用者の避難誘導も実施しました。避難時

のルート確認・人員配置等課題も多くあることを知る機会となりました。また、訓練

当日に災害時安否確認システム「LifeMail」の運用テストも行いました。 

事故報告書共有の仕方について見直しを行いました。グループウェアで常勤職員間

のみに共有されていた報告書を、パート職員がより早く閲覧できるように工夫しまし

た。また、職員会議で事故報告書をリスクマネジメント委員が中心に掘り下げて共有

する機会としました。 

 

（４）給食委員会 

 

毎月リクエストメニュー用紙を各グループに配布し、2 ヶ月後の給食に反映できる

ようにしました。また 12月に行った忘年会での給食も各グループからのリクエストを

元にメニューを決定しました。 

昼食に関しては、アレルギー食材に対応できるように、食材リストを事前にご家族

に提出し、献立に注意を払いました。また、食札も定期的に更新しました。 

備品に関しては、使用による経年劣化が見られ、湯呑みや調理器具の交換を行いま

した。 

2 ヶ月毎に行う給食業者との会議では、エリア担当者も交えて意見交換を行い、日

常的に要望や意見を伝えられるような関係性を維持しました。 
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Ⅱ．ラフォーレさくら 

 

１．利用実績（定員 20名） 

 

＜令和 3年度＞  

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

在籍人数 19 19 19 19 19 19 19 18 18 18 18 18 － 

稼動日数 20 18 22 20 18 20 21 20 20 19 18 22 238 

延利用者数 251 218 262 236 201 245 250 230 230 220 179 228 2,750 

利用人数/日 12.5 12.1 11.9 11.8 11.1 12.2 11.9 11.5 11.5 11.5 9.9 10.3 － 

送迎利用者数 31 29 30 27 31 31 35 24 25 19 19 14 315 

 

＜令和 2年度＞  

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

稼動日数 20 17 22 21 17 20 22 19 20 19 18 23 238 

延利用者数 230 214 275 256 208 250 279 240 248 219 208 284 2,911 

利用人数/日 11.5 12.5 12.5 12.1 12.2 12.5 12.6 12.6 12.4 11.5 11.5 12.3 － 

送迎利用者数 8 29 35 15 19 12 16 16 24 24 20 34 252 

 

今年度は、在籍人数 19名（男性 10名、女性 9名）でスタートしました。10月末で 1

名が退所され、11月からは 18名で活動を行ってきました。 

実習については、昨年度、立て続けに受入れをしたため不安定になる利用者が見受け

られ、スケジュールの見直しなど課題が挙がっていました。今年度は、下半期にスケジ

ュール調整をして 2名を受け入れ、活動の声かけや作業の説明など利用者の出来ること

も組み合わせた実習を行い、支援者が見守る機会を増やしました。実習を受けた 2名が

来年度より通所されます。 

 

２．日中活動 

 

（１）作業について 

 

今年度もバザーやお祭りなどのイベントがすべて中止となり、関連する下請け作業

が減少しました。また、「緊急事態宣言」や「まん延防止等重点措置」発令のため、南

区総合庁舎にあるふれあいコーヒーショップ「にこにこみなみ」が休業になり、対面

で販売する場も少なくなりました。 

タマゴ販売は、事前予約や学校給食に使用していただくなど、地域の皆さまに支え

ていただきました。 

自主製品販売では、横浜あゆみ荘やその他からたくさんの受注をいただきました。

製品は、ゆっくり丁寧に仕上がるよう心がけました。自主製品づくりに新しく参加さ
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れる利用者も増えました。まずは、基本を覚えるために、自由に作りました。その自

由にできたものを使って、パーツを繋げるなど支援者がお手伝いをし、トライアル製

品として販売しました。ある程度の技術が身に付いた方には、ラフォーレさくら定番

商品を決まった大きさや手順で作り始めてもらいました。正しい手法を学び、間違っ

た時には何度も修正して出来上がった製品は、お客様から高評価をいただいています。

講師の指導を受けながら技術を学び、来年度には新商品が販売される予定です。 

 

（２）生活プログラムについて 

 

今年度も蕎麦打ち教室を開催しました。今までは初心者向けに行ってきた蕎麦打ち

方法でしたが、今年度から本格的な蕎麦打ちに近づけたご指導を受けました。「水まわ

し」「こね」「延し」「切り」の基本や、生地が乾いて切れないようスピードを付けた打

ち方などを教えてもらいました。利用者の希望により、来年度も継続して行う予定で

す。 

絵手紙教室は、季節の果物や野菜など身近にある静物を使って講師よりレクチャー

を受けました。ハガキや色紙などに描いた作品は、作業所最寄り駅の地下鉄構内に複

数回展示してもらいました。また、ラフォーレさくらの年賀状としても使用しました。

その他、利用者からの希望を受けたサンドアート教室を開催し、2種類の作品を仕上げ

ました。図案を切り抜くなどの作業もあるため、少人数制にし、1回目の作品は、手順

を知るために自由に作成しました。2回目の作品はお題を「春」に設定し、それぞれが

イメージした春の作品が完成しています。 

毎年行っている体験教室では地域の方にも参加してもらい、玄米味噌を作りました。

今回は粉状にした材料を使用し、水分量が奪われ混ぜにくいなどの大変さを感じた利

用者もいましたが、無事に熟成し完成しました。 

2月に開催する予定だった和菓子作りをはじめ、その他予定していた日帰り旅行など

団体で行う行事は、新型コロナウイルス感染拡大に伴い中止となりましたが、小グル

ープに分かれてラーメン店へ行き、注文、実食を兼ねた社会体験を行いました。また、

地域でお世話になっている店舗のケータリングサービスを利用して、忘年会やお楽し

み会を実施しました。 

健康管理の取り組みとして、楽しみながら体を動かすプログラムをスポーツインス

トラクターや理学療法士に指導してもらいました。また、看護師による巡回相談の実

施、歯科検診、健康診断を行いました。 
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No. 開催月 プログラム内容 

1 4 月 
・機織り講習 ・パンチニードル手芸（2 回） ・絵手紙教室 ・蕎麦打ち教室  

・レクホールスポーツ ・Ｔシャツしぼり染め体験 ・歯科検診  

2 5 月 
・機織り講習 ・パンチニードル手芸（2 回） ・絵手紙教室 ・蕎麦打ち教室 

・レクホールスボーツ ・映画鑑賞会 

3 6 月 
・機織り講習 ・パンチニードル手芸（2 回） ・絵手紙教室 ・蕎麦打ち教室 

・レクホールスボーツ（スポーツインストラクター） ・映画鑑賞会 

4 7 月 
・機織り講習 ・パンチニードル手芸（2 回） ・絵手紙教室（2 回） ・蕎麦打ち教室 

・映画鑑賞会 ・健康診断 

5 8 月 
・機織り講習 ・パンチニードル手芸（2 回） ・絵手紙教室 ・蕎麦打ち教室 

・映画鑑賞会  

6 9 月 
・機織り講習 ・パンチニードル手芸（2 回） ・絵手紙教室 ・蕎麦打ち教室（2 回） 

・映画鑑賞会 ・サンドアート 

7 10 月 
・機織り講習 ・パンチニードル手芸（2 回） ・絵手紙教室 ・蕎麦打ち教室 

・レクホールスボーツ（スポーツインストラクター） ・映画鑑賞会 ・サンドアート 

8 11 月 
・機織り講習 ・パンチニードル手芸（2 回） ・絵手紙教室 ・蕎麦打ち教室 

・レクホールスボーツ（理学療法士） ・映画鑑賞会 ・サンドアート ・味噌づくり 

9 12 月 

・機織り講習 ・パンチニードル手芸（2 回） ・絵手紙教室 ・蕎麦打ち教室 

・レクホールスボーツ ・映画鑑賞会 ・ラーメン屋さんへ行こう day ・サンドアート 

・忘年会 

10 1 月 
・機織り講習 ・パンチニードル手芸（2 回） ・絵手紙教室 ・蕎麦打ち教室 

・映画鑑賞会 ・初詣（弘明寺観音/若宮神社） ・サンドアート 

11 2 月 

・機織り講習 ・パンチニードル手芸（2 回） ・絵手紙教室（2 回）  

・映画鑑賞会 ・恵方巻スイーツを食べよう ・お楽しみ会 ・サンドアート 

・バレンタインデースイーツ作り 

12 3 月 
・機織り講習 ・パンチニードル手芸（2 回） ・絵手紙教室 ・蕎麦打ち教室（2 回） 

・レクホールスポーツ（理学療法士） ・映画鑑賞会 ・一区切りの会 

 

３．地域交流について 

 

けんこう講座、地区主催行事などは中止となりましたが、設備提供やボランティア活

動、プログラムの参加を通して、地域住民との相互理解を深めました。 

 

No. 開催月 行事 場所 参加者 

1 11 月 味噌づくり ラフォーレさくら 地域住民 

2 12 月 ラーメン食べよう day ラフォーレさくら 地域住民 

3 2 月 お楽しみ会 ラフォーレさくら 地域住民 

4 3 月 一区切りの会 ラフォーレさくら 地域住民 
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４．他機関や支援者間の連携 

 

関係機関と情報共有を行いながら利用者の対応をしてきました。曜日によって対応す

る人が変更になるグループホームに入居している利用者には、必要事項を連絡帳に記載

してお互いに情報が共有できるようにしました。高齢化に伴う問題については、地域包

括支援センターを通して進めるケアプランと、障害福祉サービスのプランがある中で、

どのような形で話を進めるべきなのか課題が残っています。 

支援者の連携についても、職員やボランティア間で利用者の状況を把握する機会を設

け対応してきましたが、問題が起きた内容ばかり目を向けがちになるので、できたこと

にも目を向ける報告ができるよう改善していきます。 

 

５．防災訓練について 

 

9月と2月に予定していた地域防災拠点訓練が中止となりました。10月に行われた一時

避難所の訓練と整備には、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、施設代表1名

が参加しました。災害時の取り組みについて個人面談で説明し再確認を行い、賞味期限

の点検、備蓄品の見直し、補充を行いました。賞味期限の短い食品を使って試食するこ

とで、利用者に少しでも備蓄品に慣れていただく機会をつくりました。 

 

６．学習・研修参加 

 

研修会や学習会へ参加し、職員やボランティアの資質向上に努めました。 

 

開催月 研修・講演会名 場所 

9 月 

・トラウマと PTSD の理解とケア オンライン 

・共に生きる社会づくりを目指して オンライン 

10 月 

・障害者の自立支援を考える オンライン 

・地域での自立生活を考える オンライン 

11 月 ・地域生活支援と地域生活自立支援 オンライン 
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７．その他 

 

新型コロナウイルス感染拡大のため濃厚接触者になるなど、お休みする利用者も増え

ました。定期的に連絡を取り体調の確認などを行いながら、必要に応じて抗原検査キッ

トを届けるなどの対応を行いました。施設内では、手洗いや消毒はもちろんのこと黙食

やマスクなしの会話は控えるなどを徹底し、視覚的にも注意喚起を促すようなポスター

を掲示しました。新型コロナワクチン接種については、支援者は早い段階で全員完了し、

利用者についても、かかりつけ医や家族の職場、グループホームの施設接種などで終え

ています。支援が必要な方の予約や接種について、ご家族と相談しながら対応しました。 
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Ⅲ．後見的支援センターとつかエコー 

 

１．支援内容の振り返りと整理 

 

「少しの変化、少しの躓きでこんなに生活が激変してしまうのか」と気づかされる

１年でした。「こんな少しの・・・」という感覚を持っている私たちの気づきや情報収

集の足りなさに気づきました。また、知り得た情報を各事業と連携して活用していく

ことも同じような感覚を共有していかないとご本人が置き去りになることも強く感じ

ました。 

福祉サービスで、ご本人の暮らしを支えているという傲慢を捨て、１つ１つ真摯に

向き合って、障がいのあるご本人やご家族とそれを支える各事業の方々と共通の方向

性をもって進むための業務分析を随所で行うようにしました。まだまだ始まったばか

りですが、聞くだけの支援をうまく活かせるように実践していきます。 

 

登録者数およびあんしんキーパーの推移は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 登録者数 

あんしんキーパー 
昨年度末 今年度 計 

10 名 1 名 11 名 

 

２．会議 

 

登録者支援・アセスメントのための支援会議を月 2回開催しました。 

随時、情報共有と方向性確認のための話し合いを行い、常に活動を振り返り、より

良い支援を目指しています。また、全体でのマネジャー会議への月 3 回の参加や、合

同担当者会議月 1 回、代表者会議年 2 回などの会議を通して、制度のおかれている状

況や求められているものの理解に努めました。 

その他、必要に応じて外部でのケースカンファレンスに参加しました。 

 

 

 

 

登

録

者

数 

昨年度末 130 名 

今年度 

上半期 7 名 
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

0 名 2 名 3 名 0 名 2 名 0 名 

下半期 10 名 
10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

0 名 1 名 2 名 1 名 3 名 3 名 

終了  5 名 

合計 142 名 
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３．（制度）説明会 

 

戸塚区地域自立支援協議会の「コミュニティ研究部会」を活用し、他の制度ととも

に後見的支援制度の説明を、地域ケアプラザなどで行いました。自分たちの制度だけ

でなく、他の制度・サービスを含めてお伝えすることで、より後見的支援制度につい

て理解していただける様子がうかがえ、実際に登録者増につながりました。 

 

４．地域連携 

 

戸塚区高齢・障害支援課との連携を図り、様々なケース対応の切り口としてアプロ

ーチを行いました。他の支援機関とも連携を図り、困難ケース対応やケースの掘り起

こしに戸塚区の障がい支援チームのひとつとして参加させていただきました。また、

地域の民生委員の方や有志の方から日頃より気にかけている障がい者の世帯を教えて

いただくこともありました。 

 

５．その他 

 

戸塚区主催の 8050 問題の会議に参加しました。また、ひきこもりのケースなどの登

録相談なども地域ケアプラザを中心に多くいただくなど、一緒に考える体制づくりを

行いました。 
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Ⅳ．相談支援事業所こだま 

 

１．支援内容の振り返りと整理 

 

いろいろな事業の方と連携・協働してご本人を中心とした支援を展開することがで

きました。また、利用しているサービスの変更などもご本人とご家族の意向や、各事

業所の状況なども勘案して調整することができました。調整の難しさよりも物理的な

時間の足りなさもありますが、バランスよく対応することができました。 

今後も、円滑に滞りなく進められるように整理していきます。 

 

２．会議 

 

計画相談に準ずる個別支援会議に参加した他、困難ケースのカンファレンスへの参

加、地域の支援者の会議にも参加しました。また、事業所内で相談員が進捗や方向性

を確認する会議を適宜設けて進めました。 

 

３．地域連携 

 

戸塚区地域自立支援協議会の相談支援部会に定期的に参加し、情報交換と相談支援

手法の向上に努めました。 

 

４．その他 

 

書類や手続きに関しての整理を試みています。相談の種類や支援サービスごとに

様々な形態があるので、整備を進めてより円滑に処理できるようにしていきます。 
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Ⅴ．ホープ川上 

 

１．利用実績 

 

今年度初めと変わりなく、区分 6の利用者が 1名、区分 5の利用者が 2名、区分 4の

利用者が 2名、区分 3 の利用者が 1名の、定員 6名が入居されています。 

新型コロナウイルス感染症の対策を徹底させ、その対応をご家族にもお伝えすること

で、安心して利用していただけるよう努めました。年度中に 2度の緊急事態宣言が発令

されましたが、利用者全員が通常のホーム利用を継続してくださっていました。年が明

けてからはオミクロン株の爆発的な感染拡大の影響を受けて、「念のために」と利用を

控える方も増えました。 

土日に帰省される利用者に対しては、祝日や長期連休など通所先が休みの際の利用を

促して、主に祝日の利用に関しては、ほとんどの入居者が利用してくださるようになり

ました。 

新型コロナウイルス感染症の感染リスク増加が懸念されることから、移動ヘルパーや

余暇的ガイドヘルパーなどの利用が進まなかったことで、積極的に週末のホーム利用を

勧めることができない状態でした。 

 

＜令和 3年度＞ 

各月の状況 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

サービス 
提供日数 30 日 31 日 30 日 31 日 31 日 30 日 31 日 30 日 31 日 31 日 28 日 31 日 365日 

区分 6(1名) 26 23 26 27 16 19 26 26 25 17 24 20 275 

区分 5(2名) 46 34 47 39 35 41 41 45 43 34 36 39 480 

区分 4(2名) 56 54 56 58 51 55 57 56 56 48 42 49 638 

区分 3(1名) 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365 

全利用者数 158 142 159 155 133 145 155 157 155 130 130 139 1,758 

 

＜令和 2年度＞ 

各月の状況 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

サービス 
提供日数 26 日 23 日 26 日 25 日 23 日 30 日 31 日 30 日 31 日 31 日 28 日 31 日 335日 

区分 6(1名) 24 23 26 25 23 24 27 24 23 23 24 23 289 

区分 5(2名) 43 35 36 29 32 32 44 33 44 37 37 42 444 

区分 4(2名) 64 64 74 71 50 50 53 51 54 54 52 54 691 

区分 3(1名) - - - - - - - - - - 28 31 59 

全利用者数 131 122 136 125 105 106 124 108 121 114 141 150 1,483 
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２．職員体制 

 

泊まりの世話人兼生活支援員 3名により、年間を通して安定した人員配置となってい

ました。4月からは新たに調理と清掃を主に担当する世話人のパート職員を 2名採用し、

土日祝日の日中支援も滞りなく回すことができました。 

月末には世話人会議を開催して、諸々の課題や利用者の支援方法などを話し合いまし

た。緊急事態宣言やそれに準ずる感染症拡大の局面では会議を中止することがありまし

たが、「連絡事項」として書面で配付し、情報の共有を行いました。 

 

３．利用者支援 

 

（１）生活支援 

 

利用者個々の生活リズムに対応し、その人らしい生活を尊重して暮らしていただい

ています。世話人が行う、毎日のタスクや利用者に対する基本的な支援方法が統一さ

れていることで、利用者はご自身のペースに沿って生活できているようでした。不要

なストレスを感じることが少なくなり、イレギュラーな事柄に対しても立ち直りが早

くなっているように見受けられます。 

365日の利用者に対しては、病院の受診や買い物、区役所手続きの同行など、必要な

同行支援を行いました。新型コロナワクチン接種も遅滞なく予約してお連れしました。 

軽度の歩行障害がある利用者のために、階段の手摺を外側にも追加で設置し、昇降

の際には必ず職員が付き添うようにしました。 

ご家族や後見人、計画相談員や通所先職員など、関係各所と連絡を取り合って、包

括的な支援の一翼を担いました。 

 

（２）感染症対策 

 

新型コロナウイルス感染症の脅威に対応するようになってから、2 年以上が経過し

ました。幸いにもその間、職員、利用者共に陽性者や濃厚接触者が発生することはあ

りませんでした。とはいえ、「いつ、誰が感染してもおかしくない」という局面を迎え

るに至り、あらためて感染症に対する意識を高めて、一層の対策を講じてきました。 

自立支援協議会のグループホーム連絡会に（主にオンラインで）参加して、区内の

他グループホームでの感染症に対する取り組みを参考にして取り入れることもありま

した。 

利用者の保護者や通所先とも連絡を取り合って、速やかな情報の共有を行いました。 
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（３）事故/ヒヤリ・ハット 

 

１）事故 

計 2件（他害 1件、階段での転倒 1件）の事故が発生・報告されました。 

以下、事故の中から、抜粋して掲載します。 

 

 【事例】 

・就寝前の歯磨き時、顔に歯磨き粉が付いていたので、濡らしたティッシュでご本

人の顔を拭ったところ、急に興奮したように大きな声が出はじめた。ご本人の左

隣に立って洗面台の鏡越しに様子を見ていると、ご本人が下ろした左手のこぶし

で、職員の右前腕を 5～6回強く叩いてきた。すぐに避けず「痛いです」と言って

いると、叩くのは止まったが、興奮状態はなかなか収まらなかった。 

→ 行動の順番や経路にこだわりを持つ利用者の、進路をふさいでしまっていた可

能性があります。言葉による問いかけで、さらに興奮させてしまったことも考え

られます。入職後間もない職員で、利用者に対する理解が浅かったことも原因な

ので、その後、職員間で支援方法を確認して統一するようにしました。 

 

２）ヒヤリ・ハット 

計 2件のヒヤリ・ハットが発生・報告されました。 

 

 【事例】 

・夕食の配膳時、置き直しを慌ててやっていたので、皿から唐揚げが落ちてしまっ

た。調理の職員が再度揚げなおして提供したが、同じ行動でまた落としてしまう。

3度目は食べたい気持ちが勝ったようでぐっと我慢していた。 

→ 夕方はお腹が空いてテンションが高いことが多い利用者でした。揚げ物の時は

匂いが強く、さらに慌てて行動することも多く見受けられるので、特に注意して

観察するように職員間で共有しました。 

 

・調理担当職員が夕食を調理中に、冷凍のほうれん草が入った袋の中に異物が混入

しているのを発見した。5 ㎝ほどのなにかのツルが枯れたようなものだった。気

が付いて除去し、配食業者に電話で報告して改善を求めた。 
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４．学習・研修参加 

 

職員としての資質向上、技術・知識の獲得を目指し、以下の研修に参加しました。 

 

５．防災の取り組み 

 

9 月に地震、3 月に火災を想定した避難訓練を行いました。避難訓練に合わせて、持

ち出し用備品の確認や、備蓄食料の消費期限の確認も行いました。 

訓練は、新人職員の勤務日に合わせて行いました。リスクマネジメント委員の指導の

下、水消火器を用いた訓練も行い、正しい知識を伝えています。 

コロナ禍の為、地域の防災訓練などは行われませんでした。 

 

開催月 研修名 場所 参加者 

10 月 いよいよ“義務化”虐待防止対策 
サポートセンター「連」 

※オンライン 
三野 

12 月 
新型コロナウイルス感染症 感染予防対策について
の勉強会 

タンポポの花（吉田町） 三野 

2 月 アンガーマネジメントとコミュニケーション講習 
グループホーム連絡会 

※オンライン 
三野 


